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１ 研究のねらい 

 本校は総合学科であり、「総合的な探究の時間」で、第３学年のゼミ活動を通して論文

を成果物として提出している。こうした取組に加え、各教科においても探究的な学習やそ

れに類する活動を取り入れている。そこで、本研究では、「公共」の授業において、社会

課題を主体的に解決しようとする態度を育成することをねらいとした。 

 

２ 研究の実際 

(1) 単元指導計画 

科目名 公共 学年・類型 ２年・文系 単位数 ２ 

単元名 

契約と消費者の権利・責任 

この単元は、「Ｂ 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち」の

「(1) 主として法に関わる事項」に該当する。 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

契約の在り方や消費者の権

利、エシカル消費に関する基

礎的な知識を身に付け、その

内容や意義を理解している。 

消費者問題に関する課題につい

て、資料や事例を基に考察し、自

分の考えを根拠とともに表現し

ている。 

 

次 授業のねらい・学習活動 

重点項目 

※1 評価方法 

知 思 主 

１ 
ねらい「契約について理解する」  

●   
ま と め の シ ー

トの記述  ① 契約の成立の要件や契約自由の原則について理解する。 

２ 

ねらい「契約についてのトラブルから消費者問題を考察す

る」 

 ●  
ま と め の シ ー

トの記述  
② エシカル消 費 に関 連 する消 費 者 トラブルから情 報 の非 対 称

性や逆選択について消費 行動の原則について考察する。 

③ 虚偽表示を見抜く方法を考察する。 

３ 

ねらい「エシカル消費をよりよいものにするために自ら追

究する」    ● 
ワ ー ク シ ー ト

の記述  
④ エシカル消費を促進する方法について問いを基に追究する。 

４ 
ねらい「エシカル消費について追究する」  

  ● 
ワ ー ク シ ー ト

の記述  ⑤ エシカル消費について、課題を解決する方法を追究する。 

５ 

ねらい「課題解決学習の振り返りを行う」 

 〇 ● 
ま と め の シ ー

トの記述 
⑥ エシカル消 費 を促 進 する方 法 について自 らの意 見 を示 して

追究する。 

 定期考査  〇 〇  定期考査  

※１ 指導に生かす評価には「●」、評定に生かす評価には「〇」

 

 



(2) 第５次の評価基準（ルーブリック） 

 Ａ Ｂ Ｃ 

思考・判断・表現 

学習内容を根拠に、エシ

カル消費の促進について

具体例を挙げながら自分

の意見を明確に表現して

いる。 

学習内容を根拠に、エ

シカル消費の促進に

ついて自分の意見を

表現している。 

学習内容を根拠に、

エシカル消費の促進

について自分の意見

を表現していない。 

 

(3) 実践と成果 

ア 実践の概要 

単元の第１次には契約と消費

行動の原理について学習した。

第２次にはエシカル消費という

消費行動について説明し、実際

には環境負荷が大きいにも関わ

らず、環境に配慮した商品であ

るかのように見せるグリーンウ

ォッシュの問題について考える

機会を設けた。そして、「どのよ

うな方法でエシカル消費を通じ

てより公正な社会を実現できる

か」という課題を設定した。第３

次の授業では、「エシカル消費を

よりよいものにするため」の問

いを作成し、共有する活動を行

った。ロイロノート・スクール

（株式会社 Loilo、以下「ロイロ

ノート」と表記）で投稿したスラ

イド（資料１）にある「なぜ（ど

のように）＋エシカル消費＋〇

〇」という組み合わせを手がか

りに、生徒が、多様な問いを生み

出し質の高い問いを見いだせる

よう工夫した。第４次の授業で

は、第３次の活動を振り返り、調

べた内容を基に「エシカル消費

の課題解決のための方法」につ

いて仮説を立てた。調べる際、ロ

イロノートに投稿したスライド

の内容（資料２、資料３）を説明しながら進めた。活動の最後には、生徒各自が立てた「問

い」「調べた内容」「仮説」をワークシートに記入し、ロイロノートの提出箱に提出した（別

添１）。第５次の授業では、これまでの学習活動について振り返りを行った。ロイロノート

で投稿したまとめのシートにある「単元の問いに対する学習後の考え」の欄にエシカル消

費の促進する方法について考えを記述し、「単元で学んだことのふり返り」の欄に振り返り

に第３次から第５次の学習活動の取組や内容、今後の学習について記述した。 

【資料１ ワーク内容の問い】 

【資料２ 調べ方について】 

【資料３ 仮説について】 



イ 成果 

本実践を通して、生徒の思考・判断・表現において、質的な向上が見られた。 

問い「どのような方法でエシカル消費を通じてより公正な社会を実現できるか」に対し

て、学習前にはエシカル消費に対する理解が十分でなく、「環境にやさしい商品を買う」と

いった一問一答的で断片的な記述が多く見られた。また、その捉え方も一面的で、記述量

自体も少ない傾向にあった。しかし、学習後には、資料４の通り、具体的な事例を基に自

らの考えを形成し、エシカル消費を身近な生活や社会の課題と関連付けて捉える生徒が増

加した。さらに、「結論」と「根拠（事例）」を結び付けて論理的に記述する姿が見られる

ようになり、知識を活用して多面的に考察し表現する力の伸長が確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の課題 

 具体的な事例を基に自らの考えを形成できるようになった生徒もいたが、資料の内容を

整理する段階に留まる生徒も見られた。また、エシカル消費を「商品選択」の視点で捉え

る傾向が強く、社会構造や企業活動との関連まで多面的に考察することには課題があった。

さらに、根拠を示して表現する力は向上した一方で、複数の根拠を比較・関連付けながら

論理的に表現する力には個人差が見られた。今後は、多様な立場の資料や対話的な学習を

通して、より多面的・批判的に考察する力を育成していく必要がある。 

学習後 

エシカル消費で公正な社会を実現するには、服を選ぶときにその背景を意識

することが大切だと考える。例えばファストファッションには低賃金労働や大量

廃棄の問題があるため、必要な分だけ買い、長く使える服を選ぶようにする。

学習前 

ファストファッションへの考えや作っている人の環境を知る。 

問いを考える際、漠然とした疑問はあっても、それを明確な言葉にすることの難しさを感じた。しかし、一つ問いを立てることができれば、そこから焦点を絞っ

て考えを深められると分かった。今後は総合的な探究の時間などで、問いを立てる練習を重ねていきたい。 

また、仮説を立てる際には根拠が重要であり、説得力のある記事やグラフなどを活用することが有効であると学んだ。 

【資料４ 生徒が記述しロイロノートに投稿したまとめシート】 


